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万石浦の漁場利用形態と震災前後の変化―被災カキ
産地の早期復旧を支えた里海の秘密を探る?―



















































































































































































































































































百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
のり 531 60.7 467 51.2 574 54.3 
カキ 311 35.6 417 45.6 464 43.8 
種ガキ 9 1.1 10 1.0 7 0.6 
アサリ 23 2.6 20 2.2 14 1.3 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































心 に 行 わ れ て い る（https://www.yanmar.com/jp/
news/2012/09/13/878.html）。
★５：長浜地区に新漁港の工事が始まったのは1963年，
新魚市場の完成は1974年であったことが『石巻の歴
史 通史編下の２』に記されている。
★６：この部分は，後掲の種ガキ漁家へのヒアリング
による。通常の１台を「タンパリ」，２つ連結は「連結」
と呼称するという。
★７：実際，沢田の漁民へのヒアリングでは，アサリ
漁場は自家で代々造成してきたもので，場所は既得
化しているとのことであった。またアサリの漁獲も
船上から鋤簾で行い，ひと夏で100 ～ 300万円の売り
上げがあるという。
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